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会 長  藤 原 秀 俊 

               

令和８年６月１日に発生した埼玉県川口市における介護支援専門員殺害事件につきまして､

全国地域包括･在宅介護支援センター協議会として､深い悲しみをもって受け止めております。 

お亡くなりになられた方のご冥福を心よりお祈り申しあげますとともに､ご遺族ならびに

関係者の皆さまに､謹んでお悔やみ申しあげます。 

主任介護支援専門員をはじめとして､地域包括支援センターおよび在宅介護支援センター

に勤務する在宅支援に携わる専門職は､高齢者をはじめ地域で暮らす方々が､住み慣れた地

域で安心して生活が継続できるよう､家庭訪問による相談支援や介護サービス提供の立案等

に日々尽力されています。今回の事件は､そのような使命を担い､地域の方々に寄り添いな

がら職務に当たっていた専門職の尊い命が奪われた､極めて痛ましい出来事であります。 

本件につきましては､現在､警察による捜査が進められており､詳細については明らかにな

っておりませんが､いかなる事情があったとしても､このような事件が発生することは決し

て許されるものではありません。在宅支援に携わる専門職は､支援を必要とする方々に寄り

添うという使命のもと､日々誠実に業務に取り組まれております。一方で､その支援の現場

において､職員自身の安全が確保されることは､何よりも重要であると あらためて認識して

おります。 

本会といたしましては､地域で活動される専門職が､安心して訪問活動や相談支援に取り

組むことができるよう､訪問支援における安全確保に関する情報共有や啓発に努めてまいり

ます。また､国および関係機関に対しても､地域における相談支援や介護に携わる専門職が､

安全かつ安心して職務を遂行できる環境整備に向けた取り組みを推進していただけるよう､

引き続き働きかけてまいります。 

今回の事件により､不安や心痛を抱えておられる在宅支援に携わる専門職のお気持ちに寄

り添いながら､本会は今後も､地域を支える専門職とともに､誰もが安心して暮らし続けられ

る地域社会の実現に向け､歩みを進めてまいります。 
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